
（別紙３）

～ 2026年3月27日

（対象者数） 22 （回答者数）
13

～ 2026年3月27日

（対象者数） 6 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

良傾向にあるので、引き続き声掛けをすることを実施。ま

た、利用者の中でも責任感の強い利用者も中にはいるので、

本人の成長に繋げながら共に行っていく。新規利用者へもそ

の意図がが伝わっていくようなシステムを構築していく。

2

食材の収穫から実施できると感謝の心が育まれるので、母体

のNPOと連携し畑や田んぼで体験できる回数を増やしてい

く。

3

本人の意思決定、自主性を大切にすることは前提とし、会話

などを通じて体験したいこと、やってみたいことを自然の流

れから発言できる環境づくりを行う。ただし継続してしてい

いこと、悪いことは明確にして伝えていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

利用を開始前に保護者の方へ遠くへの外出は少ないことを伝

えることを継続。

2

長年利用してくださる利用者がみえるので、今すぐに受け入

れについて変更は難しい。計画的に新規利用者を増やしてい

く。

3

利用者やスタッフ間での交流やコミュニケーションが積極的に

とれている。

スタッフや利用者の声掛けを行うことで、普段意識していない

利用者が上級生、下級生を問わず、同級生同士でもお互い支え

あう空間が少しずつ出来つつある。

○事業所名 レッドエンジェル

○保護者評価実施期間
2026年3月13日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2026年3月13日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年3月28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

食育活動を通じての食事改善を行っている。 定期的に食育活動として、おやつ作りを行っている。おやつ作

りを自分ですることで、今まで食べることができなかった食べ

物や食べてこなかった食材、料理を食することができている。

プログラムを設定せず、日常を大切にすること。 プログラムをあえて組まないことで、利用者の心のゆとりを

もっていただくように工夫している。心の余裕を持つことで新

たな発見や自主性などが見られることがある。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

遠方への外出などの遠足ができない。 2時間以上かかる遠方への外出は、送迎の兼ね合いなどで出来

ないことが多い。またスタッフも外出時には、普段より多めに

必要の為スタッフの増加が必要。

低学年の利用者が少ない。 長年にわたり利用してくださる方が多いので中々空きが出ない

のが実情であるが、2027年には多数卒業する利用者がいるの

で、計画的に新規利用者を増やしていく。

事業所における自己評価総括表公表


